
感染症情報 ６月１２日～１８日

④溶連菌感染症

②感染性胃腸炎

⑤咽頭結膜熱

８３９例（堺市 

５１４例（堺市 ５５例）
１６８例（堺市 １１例）

前週比６．３％増の３，５１１件の報告数であった。ヘルパンギー
ナが府下で４０％増、堺市で１３１例→１４９例であった。定点当たり
は府下が４．６６→６．５５で、堺市は６．８９→７．８４。大阪府も
２０１４年以来、警報レベル基準値６を超えた。感染性胃腸炎が府
下で前週比７％減、堺市で前週８２例→今回７５例であった。ＲＳウ
イルス感染症が府下で１７％減、堺市で７７例→６７例であった。定
点当たり大阪府が３．２５→２．７０、堺市が４．０５→３．５３。溶連菌
感染症が府下が１％減、堺市で前週５８例→今回５５例。咽頭結膜
熱が府下で１％減、堺市で前回１４例→今回１１例であった。
インフルエンザが府下で前週２０２例→１９０例で６％減、堺市で
前週２２例→今回１８例であった。定点当たり大阪府は０．７０→
０．６５、堺市で０．７６→０．６２であった。

７５例）
③ＲＳウイルス感染症 ５１６例（堺市 ６７例）

１４９例）

府下２９１医療機関（堺市２９）から

府下小児科１９１医療機関（堺市１９）から

①ヘルパンギーナ １，２５１例（堺市

１９０例（堺市インフルエンザ １８例）

府下２９１医療機関（堺市２９）から

１，３２４例（堺市新型コロナウイルス感染症 １７９例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前週
１，２５６例→今回１，３２４例で５％増、定点当たり４．３３→４．５５に、
堺市は前週１５２例→今回１７９例で１８％増、定点当たり５．２４→
６．１９であった。５類感染症に移行後、５週連続で増加している。

大阪府定点 ４．５５ 堺市定点 ６．１９

 麻疹や風疹の報告はなかった。

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数

０歳
１歳
から
４歳

５歳
から
９歳

１０歳
から
１９歳

２０歳
から
２９歳

３０歳
から
３９歳

４０歳
から
４９歳

５０歳
から
５９歳

６０歳
から
６９歳

７０歳
から
７９歳

８０歳
以上

合計

４２ ８８ ９６ ２９５ １２４ １２２ １３４ １５７ ９６ ９１ ７９ １３２４


	スライド 1

